
45

道
路
照
明
灯
電
気
料

１
３
０
０
万
円
減
額

の
理
由
は
。

電
気
料
金
の
値
下
げ

と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
り
、

消
費
電
力
が
約
10
％
軽
減

さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
運
営

事
業
に
つ
い
て
、
寄

附
額
の
種
別
、
人
数
、
金

額
を
知
り
た
い
。

２
月
末
現
在
の
件
数

は
１
万
45
件
、
寄
附

額
は
約
２
億
７
８
９
５
万

円
。
10
万
円
未
満
の
寄
附

が
９
５
０
１
件
で
全
体
件

数
の
95
％
を
占
め
、
50
万

円
以
上
は
１
５
０
件
で
、

寄
附
額
全
体
の
36
％
を
占

め
て
い
る
。
種
別
は
17
階

層
あ
り
、
一
番
多
く
出
て

い
る
の
が
１
万
円
の
階
層

で
７
６
２
７
件
で
あ
る
。

農
業
施
設
推
進
事
業

の
９
７
１
万
９
千
円

は
、
ネ
ギ
を
食
害
す
る
ク

ロ
バ
ネ
キ
ノ
コ
バ
エ
科
の

一
種
の
防
除
と
い
う
こ
と

で
、
ネ
ギ
残
渣
の
処
理
と

予
算
特
別
委
員
会

28
年
度
補
正
予
算
を
チ
ェ
ッ
ク

‒
こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た‒
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自
主
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源
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空
き
家
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防
災
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能
強
化
事
業

 

川
本
公
民
館
建
設
事
業
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路
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明
灯

          

　
設
置
管
理
事
業

 
ふ
か
や
ブ
ラ
ン
ド

　
　 
　
　  
　
推
進
事
業

自
主
財
源
比
率
50
％

と
低
い
。
今
後
の
見

通
し
は
。

前
年
比
で
若
干
改
善

し
た
の
は
、
地
方
交

付
税
の
減
額
が
見
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
基

金
の
取
り
崩
し
が
増
え
て

い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因

で
、
決
し
て
楽
観
は
で
き

な
い
。
今
後
も
、
自
主
財

源
の
確
保
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

戦
略
プ
ラ
ン
の
策
定

の
ね
ら
い
は
。

郷
土
愛
の
醸
成
や
定

住
の
促
進
、
交
流
人

口
の
増
加
か
ら
移
住
を
促

す
ね
ら
い
が
あ
る
。

市
内
空
き
家
の
状
況

は
。

今
年
１
月
現
在
、
空

き
家
総
数
は
１
３
４

７
軒
で
、
そ
の
内
、
危
険

空
き
家
が
81
軒
、
や
や
危

険
空
き
家
が
１
７
４
軒
で

あ
る
。
ま
た
、
入
居
や
解

体
で
改
善
し
た
件
数
は
１

４
６
軒
で
あ
っ
た
。

自
主
防
災
組
織
設
立

に
至
っ
て
い
な
い
自

治
会
の
課
題
は
。

現
在
２
０
２
自
治
会

の
う
ち
１
３
６
団
体

QQQ

QQ

Q AA A

AA

産
業
拠
点
推
進
事
業

道
路
照
明
電
気
料

１２３４５６７８９１
０

１
１

１
２

１
３

１
４

１
５

１
６

１
７

１
８

１
９

２
０

２
１

２
２

２
３

２
４

２
５

２
６

２
７

２
８

２
９

３
０

対
象
者
は
何
人
か
。

18
歳
以
下
は
約
２
万

４
０
０
０
人
、
16
〜

18
歳
は
約
４
２
０
０
人
で

あ
る
。経

費
の
増
加
は
。

年
間
で
４
５
０
０
万

円
で
あ
る
。

３
０
０
万
円
の
予
算

の
使
途
は
何
か
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

変
更
に
伴
い
水
害
と

地
震
及
び
立
地
条
件
等
を

踏
ま
え
て
専
門
的
調
査
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

調
査
の
期
間
は
。

検
討
中
で
あ
る
が
合

併
特
例
債
の
起
債
期

限
が
あ
る
の
で
ス
ピ
ー
デ

ィ
ー
に
進
め
て
い
き
た
い
。

交
流
人
口
の
増
を
目

標
に
し
て
い
る
の
か
。

現
在
は
事
業
開
始
に

向
け
て
検
討
し
て
い

る
が
、
今
の
段
階
で
は
交

流
人
口
増
の
数
値
目
標
は

定
め
て
い
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
現
在
集
計
を
し

て
い
る
市
内
施
設
の
利
用

者
数
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
高
い
と

考
え
、
こ
れ
ら
を
基
準
と

し
て
交
流
人
口
増
の
数
値

目
標
は
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

道
路
照
明
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
リ
ー
ス
事
業
で
対

応
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

今
ま
で
と
ど
う
変
わ
っ
た

の
か
。道

路
照
明
灯
の
中
に

は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
リ
ー
ス

を
し
て
い
な
い
も
の
が
含

ま
れ
る
が
、
大
き
な
効
果

と
し
て
電
気
料
金
の
縮
減

が
あ
る
。
ま
た
、Ｌ
Ｅ
Ｄ

は
寿
命
が
長
い
こ
と
か
ら

維
持
管
理
費
の
縮
減
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。

が
自
主
防
災
組
織
を
立
ち

上
げ
て
い
る
。
未
結
成
の

主
な
理
由
と
し
て
、
災
害

が
少
な
い
こ
と
で
危
険
意

識
が
高
ま
ら
な
い
こ
と
や
、

自
治
会
役
員
の
責
任
を
問

わ
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
こ
と
や
、
合
意
形

成
が
進
ま
な
い
と
い
っ
た

こ
と
等
挙
げ
ら
れ
る
。

対
象
年
齢
は
。

15
歳
ま
で
を
18
歳
ま

で
に
拡
大
し
た
。

支
給
の
条
件
は
。

保
護
者
の
扶
養
で
あ

る
こ
と
。

石
灰
窒
素
の
購
入
費
だ
が
、

春
ニ
ン
ジ
ン
の
防
除
は
し

な
く
て
大
丈
夫
か
。

現
在
被
害
が
出
て
い

る
ネ
ギ
に
対
し
て
、

緊
急
の
対
策
と
し
て
今
回

補
正
を
し
た
。
深
谷
の
ニ

ン
ジ
ン
生
産
農
家
に
被
害

が
出
る
よ
う
で
あ
れ
ば
そ

の
対
応
に
つ
い
て
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

石
灰
窒
素
購
入
の
助

成
の
申
し
込
み
は
、

ど
の
く
ら
い
あ
っ
た
か
。

２
月
16
日
現
在
、
31

名
か
ら
４
４
４
袋
の

補
助
申
請
が
あ
っ
た
と
農

協
か
ら
報
告
を
受
け
て
い

る
。

有
償
と
無
償
の
部
分

が
あ
る
理
由
は
。

旧
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、

有
償
を
原
則
と
考
え

て
い
た
が
、
改
修
に
９
億

円
程
か
か
る
見
込
み
か
ら
、

建
物
を
無
償
貸
付
け
と
し
、

改
修
は
大
学
に
お
願
い
し

た
。

約
16
億
円
の
減
額
補

正
の
理
由
は
。

進
捗
の
遅
れ
に
よ
り

年
度
内
の
執
行
が
困

難
な
た
め
。

県
か
ら
約
６
億
８
千

万
円
で
購
入
し
た
土

地
・
建
物
を
貸
付
け
て
い

る
。
深
谷
市
に
ど
れ
程
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

地
域
の
経
済
効
果
や
学
校

の
運
営
状
況
は
。

看
護
学
科
と
今
後
開

設
予
定
の
管
理
栄
養

学
科
と
合
わ
せ
る
と
約
９

億
円
の
直
接
的
効
果
が
見

込
ま
れ
、
間
接
的
効
果
が

12
億
円
と
考
え
ら
れ
る
。

経
済
波
及
効
果
が
高
く
、

市
と
し
て
は
非
常
に
プ
ラ

ス
に
な
っ
て
い
る
。
経
営

状
況
に
つ
い
て
は
大
学
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
２
月
２２
日
に
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

倉
上
由
朗
委
員
長
、
五
間
く
み
子
副
委
員
長
を

選
出
し
ま
し
た
。

QQ A

A

A

QA

A

QAQQ A

QQ A

 

こ
ど
も
医
療
費

　
　
　
　 

　
支
給
事
業

3月定例会　議案に対する各議員の賛否（一部掲載）
会 派 名 （ ※ ） 深谷同志会 深政クラブ 深和会 公明党 共産党 彩新 深成会

可　決
可　決
不採択

議 案
議 員 名

平成２８年度　一般会計補正予算（第６号）
平成２９年度　一般会計予算
「農業者戸別所得補償制度」の復活を求める請願
※会派名は、共産党は日本共産党、彩新は彩新連合です。　※議長は可否同数のみ採決に参加します。　※○は賛成、×は反対、欠は欠席です。

審
議
結
果

⻆  

田
義
徳
○
○

×

茂
木
一
郎
○
○

×

富
田

勝
○
○

×

武
井
伸
一
○
○

×

清
水
健
一
○
○

×

柴
崎
重
雄
○
○

×

加
藤
利
江
○
○

×

吉
田
幸
太
郎
○
○

×

倉
上
由
朗
○
○

×

髙
田
博
之
○
○

×

新
井

清
○
○

×

仲
田

稔
○
○

×

五
間
く
み
子
○
○

×

三
田
部
恒
明
○
○

×

中
矢
寿
子
○
○

×

村
川
徳
浩
○
○

×

田
島
信  

𠮷
○
○

×

石
川
克
正
○
○

×

松
本
政
義
○
○

×

為
谷

剛
○
○

×

清
水

修

×
×

○

佐
久
間
奈
々

×
×

○

鈴
木
三
男

×
×

○

馬
場

茂

議
長

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
増
加
に
よ
る
経
費
と

ネ
ギ
食
害
に
対
す
る
防
虫
駆
除
経
費
の
増
額
等

緊
急
対
応
し
た
た
め
、
そ
の
予
算
に
つ
い
て
後

日
議
会
に
報
告
し
、承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
専
決
処
分
）

承認

　
市
で
は
学
校
法
人
青
淵
学
園
に
対
し
、
土
地

及
び
建
物
の
無
償
貸
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
こ
の
貸
付
期
間
を
、
平
成
60
年
３
月
31
日

ま
で
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
約
20
億
円
の
減
額
補
正
で
す
。※
表
を
参
照

市
有
財
産
の
無
償
貸
付
け

期
間
に
つ
い
て

変更

Q AA

QA

QA

QA

QA

ざ
ん　

さ

防災訓練の様子

旧教育センター

事 業 内 容
花園小のトイレ改修
花園中大規模改修
岡部中・花園中給食場建設
財政調整基金積立金

９,０３５万円
２億６,５７３万円
１億７,５０４万円
４億７,２８６万円

補 正 額
主な増額補正

平成28年度一般会計補正予算（第６号）概要※

防災行政無線更新事業
ごみ収集委託事業
消防通信指令事業
道路照明電気料

２億２,４００万円
花園ＩＣ拠点整備プロジェクト １５億９,９７５万円

２億　６５０万円
１億７,２６４万円
１,３００万円

主な減額補正
事 業 内 容 補 正 額
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